
Q2 高病原性鳥インフルエンザは食品を介してヒトに感染するのですか。 
   わが国の現状においては、食品（鶏肉、鶏卵）を食べることにより、高病原性鳥インフルエンザがヒ

トに感染する可能性はないものと考えています。 

 

インフルエンザウイルスは熱に弱く、WHO（世界保健機関）によると、ウイルスは適切な加熱により死

滅するとされており、鶏などの家きん類に H5N1 亜型が集団発生している地域（東南アジア等）では、鶏

肉や鶏卵を含む、家きん類の肉及び家きん類由来製品については、全ての部分が７０℃に達するよう十

分に加熱調理することが必要であるとしています。このことからもわかるように、万一食品中にウイル

スが存在したとしても、食品を十分に加熱調理して食べれば感染の心配はありません。 

また、感染経路にかかわらず、ヒトが高病原性鳥インフルエンザに感染するリスクは、鳥に比べ極め

て小さいと考えられています。それは、ヒトと鳥では種が異なるため、いわゆる「種の壁」（種による感

受性の相違）があるためと考えられています。 

海外におけるヒトへの感染機会としては、病鶏の羽をむしる・解体するといった作業に従事したとき、

感染した闘鶏の世話をしたとき、特に症状を示さないが感染しているアヒルと遊んだときなどが報告さ

れています。また、まれなケースとして、感染したアヒルの生の血液を使用した料理を食べたとき、汚

染された家きん肉を加熱調理不十分な状態で食べたときなどが考えられると報告されています。 

なお、高病原性鳥インフルエンザが発生した場合には、家畜伝染病予防法に基づき、鳥から鳥への感

染を防ぐために、周辺農場における鶏等の移動制限等の防疫措置を講じます。 
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